
令和 4 年

2022 7

広報 Public relations of mikawa town

あふれる笑顔 みんなが住みやすいまち ハートフルタウン

No.785
July

▶高齢者サービスの紹介
▶国保・後期高齢・介護保険のお知らせ
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●
寝
具
洗
濯
乾
燥
等
サ
ー
ビ
ス

　

寝
た
き
り
な
ど
で
寝
具
の
衛
生
管
理
が

困
難
な
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世

帯
の
方
な
ど
を
対
象
に
、
寝
具
の
洗
濯
・

乾
燥
・
消
毒
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

●
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

　
　
　
　
無
料
入
浴
券
の
交
付

　

健
康
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、
な
の
花
温
泉

田
田
の
入
浴
券
を
年
間
48
回
分
交
付
し
ま

す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
高
齢
者
が
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
ま
た
、
高
齢
者
を
支
え
る
家
族

な
ど
を
支
援
す
る
た
め
に
、
町
や
町
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事

前
に
各
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
相
談
・

お
気
軽
に

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

　

身
体
障
害
や
病
気
な
ど
で
、
緊
急
事
態

に
適
応
し
た
行
動
が
で
き
な
い
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の
方
な
ど
が
、

自
宅
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
機
器
を
無
償
で
貸
与

し
ま
す
。

●
介
護
人
手
当
の
支
給

　

寝
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
を
６
カ
月
以

上
介
護
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
月
額
５

千
円
の
激
励
金
（
手
当
）
を
支
給
し
ま
す
。

●
高
齢
者
通
院
等
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

寝
た
き
り
な
ど
で
一
般
の
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
が
、
車
い
す

や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
専
用
の
移
送
車
両
を

使
っ
て
通
院
し
た
場
合
、
そ
の
利
用
料
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
紙
お
む
つ
の
支
給

　

町
内
在
住
の
方
で
、
常
時
お
む
つ
を
使

用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
３
カ
月
以
上
経
過

し
た
方
を
対
象
に
、
紙
お
む
つ
を
支
給
し

ま
す
（
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
上
限
が

あ
り
ま
す
）。

●
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業

　

体
力
や
視
力
の
低
下
な
ど
の
理
由
に
よ

り
自
主
的
に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
方

に
、
運
転
経
歴
証
明
書
交
付
手
数
料
の
支

援
と
、
な
の
花
温
泉
田
田
の
入
浴
券
な
ど

の
贈
呈
を
行
い
ま
す
（
本
事
業
に
年
齢
要

件
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

●
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
ん
で
ん
号

　

満
65
歳
以
上
の
方
、
車

や
運
転
免
許
証
を
お
持
ち

で
な
い
方
が
、
自
宅
か
ら

町
内
の
目
的
地
ま
で
利
用

で
き
る
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
で
す
。
１
回
３
０
０

円
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

祝
日
、
お
盆
、
年
末
年

始
を
除
き
、
毎
日
運
行
し

て
い
ま
す
。

︻
運
行
時
間
︼　

午
前
９
時
、

10
時
、
11
時
、
正
午
、
午

後
２
時
、
４
時
、
５
時

福
祉
係

役
場
健
康
福
祉
課

☎
35
―
７
０
３
０

介
護
支
援
係

役
場
健
康
福
祉
課

☎
35
―
７
０
３
１

企
画
調
整
係

役
場
企
画
調
整
課

☎
35
―
７
０
１
３

危
機
管
理
係

役
場
総
務
課

☎
35
―
７
０
１
０
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●
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

認
知
症
の
知
識
を
持
つ
専
門
家
が
、
認

知
症
や
そ
の
症
状
が
強
く
疑
わ
れ
る
方
の

自
宅
を
訪
問
し
、
専
門
医
療
機
関
の
受
診
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
説
明
や
利
用
支

援
な
ど
、
状
態
に
応
じ
た
助
言
等
を
行
い

ま
す
。

●
認
知
症
高
齢
者
等「
無
事
お
帰
り
」事
業

　

認
知
症
な
ど
で
徘
徊
の
恐
れ
が
あ
る
高

齢
者
の
情
報
を
町
に
登
録
し
、
そ
の
情
報

を
警
察
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
行
方
不
明

時
の
早
期
発
見
に
役
立
て
ま
す
。

●
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
支
援
事
業

　

認
知
症
の
知
識
の
あ
る
支
援
員
が
、
認

知
症
の
高
齢
者
や
見
守
り
の
必
要
な
家
庭

を
訪
問
し
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
見
守

り
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

●
認
知
症
高
齢
者
等

　
　
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
の
購
入
補
助

　

在
宅
の
認
知
症
高
齢
者
な
ど
を
介
護
し

て
い
る
方
を
対
象
に
、
認
知
症
高
齢
者
な

ど
１
人
に
つ
き
１
万
円
を
上
限
に
、
位
置

情
報
シ
ス
テ
ム
機
器
の
初
回
整
備
費
（
購

入
費
、
手
数
料
等
）
を
補
助
し
ま
す
。

●
に
こ
に
こ
カ
フ
ェ・に
こ
に
こ
出
前
カ
フ
ェ

　

認
知
症
に
つ
い
て
不
安
の
あ
る
方
や
そ

の
家
族
な
ど
、
認
知
症
の
予
防
を
兼
ね
て
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
交
流
や
相
談
の
で
き

る
場
で
す
。
希
望
が
あ
る
場
合
は
町
内
会

で
も
開
催
し
ま
す
。

●
介
護
予
防
研
修
会

　

介
護
予
防
を
目
的
に
、
心
身
の
機
能
低

下
を
防
ぐ
た
め
の
研
修
や
専
門
家
に
よ
る

指
導
を
行
い
ま
す
。

●
介
護
予
防
出
前
講
座

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
出
向

き
、
介
護
予
防
・
地
域
で
の
支
え
合
い
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
話
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援

　

地
域
全
体
で
介
護
予
防
に
取
り
組
む
た

め
、﹁
い
き
い
き
百
歳
体
操
﹂
の
普
及
や

そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
総
合
相
談
支
援
事
業

　

高
齢
者
の
心
身
の
状
況
や
生
活
の
実
態
、

必
要
な
支
援
な
ど
を
相
談
に
よ
り
幅
広
く

把
握
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
適
切
な

保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
み
か
わ
自
立
体
力
検
定

　

日
常
生
活
に
最
低
限
必
要
な
力
﹁
自
立

体
力
﹂
を
測
る
体
力
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

●
よ
れ
ち
ゃ
家や

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
軽
体
操
を
通
し

て
認
知
症
や
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め

の
、
住
民
主
体
の
通
い
の
場
で
す
。

●
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

　

月
～
金
曜
日
（
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）、
日
常
生
活
に
お
け
る
心
配
ご
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　

生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
や
運
動
習
慣

を
身
に
付
け
る
た
め
、
運
動
強
度
ご
と
の

４
コ
ー
ス
に
分
け
、
無
理
な
く
楽
し
く
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

●
楽
ら
く
貯
筋
塾

　

介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
た
方
を
対
象

に
、
身
体
機
能
の
維
持
と
運
動
習
慣
の
継

続
を
図
る
た
め
、
楽
し
く
運
動
で
き
る
機

会
を
設
け
ま
す
。

●
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
会
食
交
流
会

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が
一
堂
に
会
し
、

食
事
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
交

流
し
な
が
ら
、
健
康
の
維
持
増
進
を
図
り

ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
弁
当
配
達

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
の

方
を
対
象
に
、
食
生
活
の
面
か
ら
健
康
の

維
持
増
進
を
図
る
た
め
、
ま
た
見
守
り
支

援
と
し
て
、
手
作
り
の
弁
当
を
配
達
し
ま

す
。

●
ふ
れ
あ
い
広
場

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
趣
味
活
動
を
通

し
た
交
流
の
場
を
設
定
し
、
高
齢
者
な
ど

の
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
仲
間
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

●
ミ
ニ
サ
ロ
ン
事
業

　

ミ
ニ
サ
ロ
ン
は
、
町
内
会
な
ど
の
小
さ

な
単
位
で
気
軽
に
集
ま
っ
て
参
加
者
同
士

が
つ
な
が
り
を
持
ち
、
楽
し
く
過
ご
す
場

で
す
。
こ
の
サ
ロ
ン
を
開
催
す
る
団
体
な

ど
に
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
お
出
か
け
会

　

出
か
け
る
こ
と
が
困
難
な
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
通
院
の
た
め
の

交
通
手
段
を
提
供
し
ま
す
。

●
車
イ
ス
の
貸
し
出
し

　

介
護
保
険
の
給
付
対
象
と
な
ら
な
い
方

で
、
日
常
生
活
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

を
対
象
に
、
車
イ
ス
を
貸
し
出
し
ま
す
。

●
緊
急
連
絡
カ
ー
ド

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
ま
た
は
高
齢
者

世
帯
の
緊
急
連
絡
先
を
記
載
し
た
携
帯
用

カ
ー
ド
を
作
成
し
配
布
し
ま
す
。

●
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
　
　（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
）

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
援
助

や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
の
支
払
い

な
ど
の
日
常
的
な
金
銭
管
理
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
健
康
福
祉
課
内
）

☎
35
―
７
０
３
１

社
会
福
祉
協
議
会

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
66
―
４
４
１
０
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保険証等の更新のご案内 （国民健康保険・後期高齢者医療保険）

　現在使用している「被保険者証」、「限度額適用認定証」及び「限度額適用・標準負担額減額認定証」（以下「限
度額認定証」）の有効期限は令和4年7月31日までです。なお、新しい保険証は7月下旬に送付します。

国民健康保険 世帯主へ送付
　新しい保険証の有効期限は令和5年7月31日までですが、次の方は有効期限が異なります。

期限が異なる方
令和5年7月31日までに75歳になる方
⇒�75歳の誕生日から後期高齢者医療制度
の新しい保険証で医療を受けます。

令和5年7月1日までに70歳になる方
⇒�誕生月の翌月（1日生まれの方は当月）か
ら山形県国民健康保険被保険者証兼高
齢受給者証で医療を受けます。

有効期限 誕生日の前日 誕生月の月末（1日生まれの方は前月末）
　注）8月以降も「限度額認定証」を使用される方は新たに交付手続きが必要です。

後期高齢者医療保険 本人へ送付

　住民税非課税世帯及び3割負担世帯（所得未申告者がいる場合は非該当）の方が、高額な外来治療を受けた
ときや入院をしたときは、「限度額認定証」を医療機関窓口に提示すると毎月の自己負担額や入院時の食事代
が軽減されます。
　8月以降に使用する「限度額認定証」は、7月下旬に保険証とは別に対象者全員に送付します。ただし、前回
と今回の区分が同じ低所得者Ⅱで、令和3年8月から令和4年7月までの間に90日以上入院した長期入院該当
の方は、入院期間確認のため申請が必要です。

保険料（税）の通知書を送付します （国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険）

　今年度の通知書を7月中旬に送付しますので、期限内での納付をお願いします。
区分 国民健康保険 後期高齢者医療保険 介護保険

通知書名 納税通知書 年額決定通知書
送 付 先 世帯主宛て 本人宛て

納付方法

原則として1年分を7月末から翌年の3月
末まで9回の納期に分けて、納付書または
口座振替で納付します。

年金から差し引く「特別徴収」と、納付書または口座
振替で納める「普通徴収」の2種類があり、年金の受給
額などによって納付方法が異なります。

世帯主が国保加入者で、国保の被保険者全
員が65歳以上75歳未満の世帯で一定の条
件に該当する場合は、国民健康保険税を世
帯主が受給する年金から差し引く「特別徴
収」になります。申し出により口座振替に
変更することもできます。

原則は「特別徴収」となり
ますが、申し出により口
座振替に変更することも
できます。

年度の途中で65歳になっ
た方や転入した方は、「特
別徴収」への切替えに資
格取得後6～8カ月かかり
ます。詳しくは、通知書
をご確認ください。

令和4年度の税率（または料率）と賦課限度額
※（　）内は改正前　　　　　　　　　　　　　　　　

国民健康保険税 後期高齢者
医療保険料医療給付費分 後期高齢者支援金等分 介護納付金分

①所得割率 （令和3年中の所得－43万円）×税率（または料率） 5.80％ 2.30％ 1.60％ 8.80％
（8.68%）

②平等割額�被保険者1人につき 24,000円 8,400円 8,400円
③均等割額�〈国保〉1世帯につき　〈後期〉1加入者につき 22,800円 7,200円 4,800円 43,100円

賦課限度額�①～③の合計 65万円
（63万円）

20万円
（19万円） 17万円 66万円

（64万円）
〈国保〉 今年度は、医療給付費分と後期高齢者支援金等分の賦課限度額を引き上げたほか、未就学児の均

等割の1／2の額を減額します。

○問合せ先　《国民健康保険・後期高齢者医療保険》　役場町民課�国保係　　　　　☎35－7028
　　　　　　《国民健康保険税》　　　　　　　　　　役場町民課�税務係　　　　　☎35－7026
　　　　　　《介護保険》　　　　　　　　　　　　　役場健康福祉課�介護支援係　☎35－7031
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子育て世帯生活支援特別給付金
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている低所得の子育て世帯に、給付金を支給します。
○対　象　次の①②の両方に該当する方（申請が必要です）
　①�令和4年3月31日時点で18歳未満の児童（障害児の場合は20歳未満）を養育する父母等（令和5
年2月28日まで生まれた新生児も対象になります）

　②�令和4年度住民税の均等割が非課税または令和4年1月以降の収入が激減し、住民税非課税相当
の収入となった方

　※�町の児童手当の受給者で該当する方には書類を郵送しています。すでにこの給付金を受給して
いる方は受給できません。

○支給額　児童1人につき5万円　○申請期間　7月15日㈮～令和5年2月28日㈫
◆次の方には、町で給付金を上乗せして支給します
○対　象　次の①～④全てに該当する方（申請が必要です）
　①令和4年6月1日に三川町に住所がある方
　②ひとり親または令和4年度住民税の均等割が非課税である方
　③令和4年3月31日時点で18歳未満の児童（障害児の場合は20歳未満）を養育する父母等
　④�申請時に児童手当の受給者または平成16年4月2日から平成19年4月1日に生まれた児童のみ
を養育する方

○支給額　児童1人につき5万円　○申請期間　7月15日㈮～10月31日㈪
　※町の児童手当の受給者で該当する方と、児童扶養手当受給者には書類を郵送します。
　※申請書類は町のホームページにも掲載しています。
○申込み・問合せ先　役場健康福祉課�家庭支援係（役場2階教育委員会内）　☎35－1707

家計急変世帯に対する臨時特別給付金
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け家計が急変し、住民税非課税世帯相当と認められる世帯
に対し、給付金を支給します（家計急変世帯に対する給付金または、住民税非課税世帯への給付金
を一度受給した世帯は対象外）。申請書などの用紙は、役場健康福祉課で配布するほか、町ホームペー
ジからダウンロードできます。郵送を希望する方は、お問合せください。
○支給額　　1世帯当たり10万円　　○申請期間　　9月30日㈮
○支給要件
　①新型コロナの影響を受けて、令和4年1月以降の収入が減少したこと。
　②世帯の全員が、住民税が課されている他の親族からの扶養を受けていないこと。
　③世帯全員のそれぞれの収入（所得）見込み額が、住民税非課税と同等の水準となること
　　（下記の額を満たすこと）。

※�令和4年1月以降の任意の1カ月の収入を12倍し、合計額が住民税非課税相当になる方が対象と
なります。なお、収入で要件を満たさない場合は、1年間の所得で判定します。
�※�算定に用いる収入の種類は、給与収入、事業収入、不動産収入、公的年金収入（非課税のものは除く）
です。
○申込み・問合せ先　役場健康福祉課�福祉係　☎35－7030

※住民税非課税と同等の水準となる収入・所得の目安
扶養している親族の状況 収入額 所得額
単身または扶養親族がいない場合 94万円以下 39万円以下
配偶者・扶養親族計1名の場合 140万円以下 85万円以下
配偶者・扶養親族計2名の場合 173.6万円未満 114万円以下
配偶者・扶養親族計3名の場合 216万円未満 143万円以下
配偶者・扶養親族計4名の場合 257.2万円未満 172万円以下
障害者・未成年者・寡婦・ひとり親の場合 204.4万円未満 135万円以下



町長コラム
「誠・心・誠・意」

親
子
で
絆
を
深
め
る
場
と
し
て

　

三
川
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
の
７
月
で
オ
ー
プ
ン
３
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
以
来
、
多
く
の
方
々
か
ら
利
用
い
た
だ
き
、
来
館
延
べ
人
数
は
４
万
人

に
達
す
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
地
域

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
講
師
に
迎
え
て
行
う
親
子
交
流
事
業
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
毎
回
人
気
と
な
っ
て
い
る
親
子
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

☆
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室（
５
／
₂₀
）

　

町
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
で
も
指
導
し
て
い
る
渡
部

佳
子
先
生
を
迎
え
て
開
催
し
た「
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
教

室
」に
は
、
５
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
４
歳
児
ま
で
多
く

の
お
と
も
だ
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
先
生
の
ピ
ア
ノ
と

歌
声
に
あ
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た
り
、
リ
ズ
ム
あ
そ
び

を
楽
し
み
ま
し
た
。
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
を
使
っ
た「
た
な

ば
た
」の
演
奏
で
は
、
親
子
で
一
緒
に
割
り
当
て
ら
れ
た

音
を
鳴
ら
し
て
一
つ
の
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
優
し
く

響
く
音
色
に
心
癒
さ
れ
る
、
と
て
も
素
敵
な
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

〜
参
加
し
た
保
護
者
の
感
想
〜

・
と
て
も
楽
し
く
て
、
気
分
転
換
に
な
り
ま
し
た
。

・
音
楽
と
歌
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
と
れ
て
、
親
子
で
楽
し

め
ま
し
た
。

・
楽
し
く
て
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
で
し
た
。
家
で

も
一
緒
に
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

子育て支援
センターより

名
誉
町
民　

加
藤
セ
チ
氏
と
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

　

田
ん
ぼ
の
稲
も
、
夏
の
暑
い
日
差
し
を

受
け
て
、
青
々
と
順
調
に
生
長
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
学
校
で
は
間
も
な
く
夏
休
み

を
迎
え
る
時
期
と
な
り
、
心
待
ち
に
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

宿
題
に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
、
良
い
休

み
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
山
形
新
聞
の
日
曜
企
画
と

し
て
﹁
や
ま
が
た
再
発
見
﹂
と
い
う
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て

の
３
週
に
わ
た
り
、
三
川
町
の
名
誉
町
民

で
あ
る
加
藤
セ
チ
氏
の
生
涯
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
読
ま
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の
記
事
が

載
る
こ
と
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

加
藤
氏
は
明
治
26
年
（
１
８
９
３
年
）

に
旧
押
切
村
で
生
ま
れ
、
押
切
小
学
校
を

卒
業
し
た
の
ち
、
高
等
女
学
校
や
女
子
高

等
師
範
学
校
を
経
て
、
北
海
道
帝
国
大
学

の
女
子
学
生
第
１
号
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
理
化
学
研
究
所
で
女
性
研
究
員
第

1
号
と
な
り
、
様
々
な
研
究
を
続
け
、
日

本
の
女
性
で
３
番
目
の
理
学
博
士
と
な
っ

た
方
で
す
。
三
川
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
功

績
を
称
え
、
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
年
）

に
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
新
聞
記
事
に
よ
る
と
、
こ

れ
ら
の
成
功
の
陰
に
は
、
当
時
の
女
性
に

対
す
る
時
代
背
景
に
よ
り
、
女
性
が
勉
強

し
、
母
と
し
て
研
究
し
続
け
る
に
は
、
相

当
の
困
難
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
よ

う
な
中
、
学
問
に
対
す
る
情
熱
を
持
ち
続

け
て
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
加
藤
氏
は
、

自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
若
い
一
般
女

性
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
お
け
る
地
位
向

上
の
た
め
の
活
動
も
行
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

今
の
時
代
は
、
持
続
可
能
な
世
界
を
実

現
す
る
た
め
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
活
動
が
あ
り
ま
す
。
加
藤
氏
は
、
ま
さ

に
日
本
の
働
く
女
性
の
先
駆
者
で
あ
り
、

そ
の
意
思
は
、
現
代
の
活
動
に
も
受
け
継

が
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
新
聞
記
事
を

通
し
て
加
藤
氏
の
生
涯
を
偲
び
つ
つ
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
男
女
共
同
参
画
社
会

を
進
め
る
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。

▶
名
誉
町
民

　
加
藤
セ
チ
理
学
博
士

₆



三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

☆
親
子
歯
磨
き
教
室（
６
／
８
）

　

い
の
こ
フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
医
院
院
長
の
中
村
あ
い
先
生
よ
り
、
幼
児
期
の
正
し
い
歯
の

磨
き
方
や
、「
子
ど
も
の
歯
と
健
康
」に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

し
た
７
人
の
お
と
も
だ
ち
は
、
大
き
な
ラ
イ
オ
ン
の
人
形
を
使
っ
た
歯
磨
き
の
実
演
に

興
味
津
々
。
休
憩
時
間
に
な
っ
て
も
ラ
イ
オ
ン
の
歯
を
磨
い
て
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
お
口
の
中
や
、
歯
磨
き
の
様
子
を
見
な
が
ら
、
先
生
か
ら

個
別
に
指
導
し
て
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〜
参
加
し
た
保
護
者
の
感
想
〜

・
保
育
園
で
の
健
診
は
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
家
で
や
っ
て
い
る
ケ
ア
で
大
丈
夫
な
の
か

心
配
だ
っ
た
の
で
、
先
生
か
ら
じ
っ
く
り
見
て
も
ら
え
、
ま
た
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え

て
も
ら
え
て
、
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

・
歯
磨
き
の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
り
ま
し
た
。
砂
糖
が
歯
に
与
え
る
影
響
も
気
に
な
っ
て
い

た
の
で
、
質
問
し
た
と
こ
ろ
と
て
も
詳
し
く
説
明
し
て
も
ら
い
、
家
で
の
お
や
つ
等
の

与
え
方
の
見
直
し
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
親
子
英
語
教
室
や
ヨ
ガ
教

室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
毎
回
親
子

で
交
流
し
な
が
ら
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
な
ど
は
、
支
援
セ

ン
タ
ー
の
お
ひ
さ
ま
だ
よ
り
や
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
支

援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

俳
　
壇

金
色
に
村
富
む
如
く
麦
の
秋

工
藤
ひ
ろ
し

父
の
日
や
娘
ら
音
無
し
妻
と
組
む

佐
藤　

誠
爾

紫
陽
花
の
庭
の
一
角
手
に
落
ち
る

斎
藤　
　

優

雨
の
季
と
な
り
て
我
が
身
の
重
く
な
り

飯
野　

藤
子

ど
く
だ
み
の
匂
い
束
ね
て
軒
に
つ
る

庄
野
す
み
れ

朝
顔
が
赤
と
青
に
て
開
く
な
り

土
田　
　

秀

緑
陰
の
風
懐
へ
し
ば
し
黙

春
山　

夏
海

遠
く
よ
り
郭
公
の
こ
ゑ
早
起
き
ぬ

菅
原
た
け
お

歌
　
壇

た
ん
ぽ
ぽ
の
絮わ
た
げ毛
に
押
さ
れ
て
散
歩
す
る
妻
の
支
え
と
杖
を
頼
り
に

佐
藤　

博
政

水
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
ふ
新
入
生
見
送
る
爺
に
手
を
振
り
答
ふ

五
十
嵐
松
男

道
路
沿
い
に
多
く
の
花
壇
並
び
を
り
手
入
れ
す
老
ク
の
お
も
ひ
咲
か
せ
む

齋
藤
与
次
雄

ひ
た
す
ら
に
雨
を
ま
ち
い
し
春
野
菜
昨よ

べ夜
の
嵐
に
水
玉
の
あ
り

佐
藤　
　

頴

水
色
の
そ
ら
黄
に
染
ま
る
豊
穣
の
地
に
戦
車
は
蹂
躙
大
義
は
ど
こ
ぞ

齋
藤　

久
繁

田
植
終
え
青
田
広
が
る
庄
内
は
豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
と

前
田
キ
ヌ
エ

水
飲
み
つ
つ
空
し
き
我
の
日
々
思
ひ
先
ず
生
き
よ
う
と
自
分
を
叱
咤
す

土
田　
　

秀

▲誕生祝いもやっています！
　（予約不要）

◀ ホームページでも
日々の活動の様子
を紹介しています。
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　6月26日㈰、アトク先生の館でアトクすまい
るライヴ「よねさんの紙芝居公演」を開催しまし
た。
　酒田市在住の紙芝居師・米田佐之助さん（通
称：よねさん）をお招きし、昭和レトロな自転車
に乗せた舞台で、クイズや方言あそび、心温ま
る家族のお話しなどが口

こう え ん

演され、来場した皆さ
んは、紙芝居師のよねさんが繰り広げる独特な
世界観に浸りながら、楽しいひとときを堪能し
ました。

　5月30日㈪、庄内地区河川改修促進協議会の
総会が開催され、令和4年度河川功労者として、
成田新田町内会の齋藤一雄さん（写真右）と三浦
良助さん（写真左）が、表彰されました。
　これは、長年にわたり河川の監視等に従事し

た功績をたたえるもので、お二人は、成
田排水機場の操作員を長年務めた功
績が認められ、表彰を受けました。

　7月5日㈫、みかわ保育園・幼稚園で七夕に向
けて笹竹に飾り付けを行いました。園児たちは、
「かんごしさんになりたい」「ぷうるでみずのな
かにもぐれるようになりたい」といった願いが込
められた短冊を、笹竹に一生懸命結びつけてい
ました。
　また、7月31日までの間、庄内空港2階の出
発待合室入口前で、5歳組の園児たちが書いた
短冊が展示されていますので、ぜひ足をお運び
ください。

6/26
(日)

　6月12日㈰、町民体育館でみかわスポーツク
ラブ主催のエアバレー大会が開催されました。
　この競技は、スイカ柄のビーチボールを使用
して行う、新感覚の4人制バレーボールです。
　ボールは滞空時間が長く、コントロールも難
しいため、珍プレーがたくさん出て、参
加者たちは笑顔で競技を楽しみまし
た。

5/30
(月)

短冊に願いを込めて

みかわ保育園 ・
幼稚園で笹竹飾り

7/5
(火)

6/12
(日)

みかわスポーツクラブ杯

エアバレー大会

た功績をたたえるもので、お二人は、成
田排水機場の操作員を長年務めた功
績が認められ、表彰を受けました。

しいため、珍プレーがたくさん出て、参
加者たちは笑顔で競技を楽しみまし

幼稚園で笹竹飾り

まちかど
写真館 アトクすまいるライヴ

よねさんの
紙芝居公演

功績をたたえて

河川功労者表彰

まちかど写真館
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100gとは
・キャベツの葉2枚

・きゅうり1本

■
鶴
岡
市

海
水
浴
場
情
報

　

詳
し
い
情
報
は
、
鶴
岡
市
観
光
物
産
課

☎
25
―
２
１
１
１
（
内
線
５
６
９
）
ま
た

は
各
海
水
浴
場
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
酒
田
市

酒
田
２
尺
玉
花
火
競
技
大
会
プ
レ
大
会

酒
田
花
火
シ
ョ
ー
２
０
２
２

○
日　

時　
８
月
６
日
㈯　

午
後
７
時
30
分
～

○
会　

場　
最
上
川
右
岸
河
川
敷
特
設
会
場

○�

内　

容　

打
ち
上
げ
展
開
幅
２
ｋ
ｍ
超

の
ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
２
尺
玉
花

火
10
発
以
上
を
含
む
１
２
，
０
０
０
発

の
花
火
と
音
楽
の
共
演
。

※�

観
覧
会
場
内
は
全
席
指
定
と
な
り
ま
す

の
で
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
各
店
舗
に
て

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

○�

問
合
せ
先　

酒
田
花
火
シ
ョ
ー
実
行
委

員
会
事
務
局(

酒
田
市
交
流
観
光
課
内)

�

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
５
９

■
遊
佐
町

遊
佐
町
の
海
水
浴
場
開
設
し
ま
す
！

　

今
年
度
も
西
浜
・
釜
磯
・
十
里
塚
の
３

カ
所
で
海
水
浴
場
を
開
設
し
ま
す
。

○
期　

間　

７
月
15
日
㈮
～
８
月
15
日
㈪

※
十
里
塚
は
７
月
16
日
㈯
か
ら
開
設

○�

遊
泳
可
能
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
ま
で

※�

必
ず
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

　

遊
佐
町
役
場
企
画
課�

観
光
物
産
係

�

☎
０
２
３
４
―
72
―
５
８
８
６

【ごみ収集量実績】
6月収集量

R4年度（R3年度） 対前年度増加率
も � や � す � ご � み 113.94t（137.87t） ▲17.36％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル � 4.86t　（5.01t） ▲2.99％
び ん ・ 缶 � 5.95t　（4.65t） 27.96％
金 属 ・ そ の 他 � 2.41t　（2.86t） ▲15.73％
廃蛍光管・廃乾電池等 � 0.22t　（0.33t） ▲33.33％

合　　　計 127.38t（150.72t） ▲15.49％
○問合せ先　役場建設環境課�環境整備係　☎35－7036

【今月のテーマ】
～もやすごみの減量術～みかわ環境つうしん

Mikawa Environment Newsletter

　山形県の「1人1日当たりのごみ排出量（令和2年度）」は901gです。これは少ない方から全国18位
であり、1位の京都府（785g）との差は116gです。山形県では全国一ごみの少ない県を目指し、「ご
みゼロやまがた県民運動」として1人1日100gのごみを減らすことを目標にしています。
　今回は、家庭ごみの中で最も多い「もやすごみ」がテーマです。
●「買いすぎない、作りすぎない、残さない」で、食品ロス削減!
　家庭から毎日1人お茶碗半分の食品が捨てられています。
食べ物を大切にしましょう。
・冷蔵庫をチェックし、必要な分だけ購入する
・残っている食材から優先して調理する
・残った料理はリメイクして食べきる
・����賞味期限はおいしく食べることのできる
期限です。色やにおいなどで食べられる
か判断しましょう。

●生ごみの水切りを十分に!
　生ごみは水分を多く含みます。水切り
ネットや水切りアイテムを活用しましょう。
また、生ごみ処理機やコンポストを利用し
堆肥化することで、家庭菜園などに利用で
きます。

海水浴場 開 設 期 間 問 合 せ 先

湯野浜 7月15日㈮～
8月21日㈰　

湯野浜温泉観光協会
☎75－2258

由　良 7月16日㈯～
8月16日㈫　

由良温泉観光協会
☎73－2250

加　茂 7月23日㈯～
8月14日㈰　

加茂海水浴場管理運営委員会�
☎33－3023

三　瀬 7月23日㈯～
8月14日㈰　

三瀬観光協会
☎73－3035

小波渡 7月23日㈯～
8月16日㈫　

「こばと荘」内小波渡観光協会�
☎73－2252

鼠ヶ関 7月23日㈯～
8月14日㈰　

鼠ヶ関自治会
☎44－2112

少しの工夫・意識でごみを減らすことが
できます。一緒に取り組みませんか。
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人
権
擁
護
委
員
紹
介

　

７
月
１
日
付
け
で
佐
藤
功
夫
氏（
天
神

堂
）が
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
権
尊
重
の
重
要
性
・

必
要
性
に
つ
い
て
の
普
及
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
子
ど
も
た
ち
に﹁
他
人
へ
の

お
も
い
や
り
﹂﹁
命
を
大
切
に
す
る
心
﹂を

伝
え
る
活
動
や
、
地
域
の
身
近
な
困
り
ご

と
相
談
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課
住
民
係

☎
35
―
７
０
２
５

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
免
除
・
猶
予
制
度

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度

（
免
除
等
）を
利
用
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
免
除
等
と
未
納
の
違
い

　

免
除
等
は
、
未
納
と
は
違
い
年
金
額
の

計
算
に
含
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て
年
金
額

は
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
免
除
等
の

期
間
は
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

◆
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
を

一
部
免
除
の
場
合
、
減
額
後
の
保
険
料

を
納
め
忘
れ
る
と
、
未
納
扱
い
に
な
り
ま
す
。

◆
追
納
が
で
き
ま
す

免
除
等
か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
過

去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
追
納
が
で
き
ま
す（
産

前
産
後
期
間
の
免
除
を
除
く
）。
追
納
す
る

と
、
減
額
と
な
っ
た
将
来
の
年
金
額
が
増

え
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
３
年
度
目
以
降
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
一
定
額
が
加
算
さ
れ
ま
す

の
で
、
早
め
の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
所
得
額

　

免
除
等
は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

の
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
に
よ
り
判
定
さ

れ
ま
す
が
、
下
表
の
基
準
を
超
え
た
場
合

で
も
、
退
職（
失
業
）を
理
由
と
し
た
特
例

免
除
制
度
に
よ
り
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

赤
十
字
運
動
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

日
本
赤
十
字
社
が
行
う
国
際
救
援
活
動

や
災
害
救
護
活
動
、
社
会
福
祉
事
業
、
救

急
法
等
の
講
習
な
ど
の
活
動
は
、
皆
さ
ま

か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
費
や
寄
付
金

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
15
日
付
で
、
会
費
の
納
入
に
つ
い

て
の
お
願
い
の
通
知
を
全
世
帯
に
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
令
和
３
年
度
募

集
実
績
１
１
６
万
２
，
２
０
０
円
）。

　

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部
の

組
織
で
あ
る
三
川
町
分
区
で
は
、
赤
十
字

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
災
害
援
護
物
資
・
見
舞
金
等
の
交
付

　

災
害
・
風
水
害
・
地
震
な
ど
に
よ
る
小

規
模
災
害
の
備
え
と
し
て
、
県
支
部
か
ら

の
救
援
物
資(

日
用
品
・
毛
布
な
ど)

を

備
蓄
し
、
町
内
で
の
災
害
の
際
に
物
資
や

見
舞
金
な
ど
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

◆
災
害
救
護
活
動
用
資
機
材
の
整
備

　

自
主
防
災
会
の
災
害
訓
練
な
ど
に
、
野

外
炊
飯
器
（
約
10
升
用
）
の
貸
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
場
合

は
、
役
場
総
務
課
危
機
管
理
係
（
☎
35

―
７
０
１
０
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
利
用
の
際
は
、
別
途
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が

必
要
で
す
。

◆
産
前
産
後
期
間
の
免
除

　

出
産
前
後
の
一
定
期
間
、
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
保
険
料
を

納
付
し
た
も
の
と
し
て
、
年
金
受
給
額
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
者
﹁
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
﹂

で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
方

○
免
除
期
間　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産

日
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間

○
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課
住
民
係　

☎
35
―
７
０
２
５
、
鶴
岡
年
金
事
務
所

☎
23
―
５
０
４
０

●免除等の対象となる所得額●
免除等の区分 前年の所得が次の計算式で計算した金額の範囲内

全額免除・
若年者納付猶予

35万円╳（扶養親族等の数＋1）＋32万円*
＊令和2年度以前は22万円

3/4免除 88万円*＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
＊令和2年度以前は78万円

半額免除 128万円*＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
＊令和2年度以前は118万円

1/4免除 168万円*＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
＊令和2年度以前は158万円

※�「扶養親族等控除額」「社会保険料等控除額等」は、年末調整・確定申告で申告さ
れた金額です。源泉徴収票・確定申告控等でご確認ください。



そ
の
他
の
お
知
ら
せ

₁₁

Information

2022.7.15

◆
災
害
義
援
金
等
の
受
付
け

　

日
本
赤
十
字
社
で
募
集
す
る
義
援
金
・

救
援
金
の
受
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
現
在
受
付
け
中
の
義
援
金
等

・﹁
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
﹂、

﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
﹂

（
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
）

・﹁
中
東
人
道
危
機
救
援
金
﹂、﹁
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
南
部
避
難
民
救
援
金
﹂、﹁
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
道
危
機
救
援
金
﹂

（
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
）

○
令
和
３
年
度
の
実
績

・
令
和
４
年
３
月
福
島
県
沖
地
震
災
害
義

援
金
（
１
０
，０
０
０
円
）

・﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
﹂

　
（
１
１
，２
５
０
円
）

・
そ
の
他
義
援
金
（
４
，１
６
８
円
）

◆
活
動
支
援

　

三
川
町
赤
十
字
奉
仕
団
（
つ
く
し
の

会
）、
青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
（
横
山
小

学
校
）
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

役
場
町
民
課
住
民
係

☎
35
―
７
０
２
５

歯
周
疾
患
検
診
が
始
ま
り
ま
す

　

令
和
５
年
３
月
31
日
現
在
の
年
齢
が
40

歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳
の
方
を
対
象
に
、

歯
周
疾
患
の
予
防
・
早
期
発
見
と
、
適
切

な
歯
科
保
健
指
導
を
行
い
、﹁
８
０
２
０
﹂

（
80
歳
残
存
歯
数
20
本
）
を
目
指
す
も
の

で
す
。

　

２
月
に
申
込
み
し
た
方
に
は
、
事
業
開

始
に
合
わ
せ
て
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

ま
だ
申
込
み
し
て
い
な
い
方
で
受
診
を
希

望
す
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
期　

間　

８
月
１
日
㈪
～
12
月
31
日
㈯

※
感
染
症
対
策
の
た
め
、
予
定
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
自
己
負
担　

１
，
３
０
０
円　
（
70
歳

は
無
料
）

○
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
課
健
康

係

☎
35
―
７
０
３
２

食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　

夏
は
、
細
菌
性
食
中
毒
の
発
生
が
増
加

す
る
季
節
で
す
。
家
庭
で
、
次
の
ポ
イ
ン

ト
に
注
意
し
て
、
食
中
毒
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

◆
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

◎
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
は
詰
め
す
ぎ
ず
、
７

割
程
度
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
特
に
用
便
後
や
食
事
前
後
は
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。

◎
冷
凍
し
た
食
材
は
、
冷
蔵
庫
や
電
子
レ

ン
ジ
で
解
凍
し
ま
し
ょ
う
。

◎
加
熱
は
、
中
心
ま
で
十
分
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

◎
調
理
前
の
食
品
や
調
理
後
の
食
品
は
、

室
温
で
長
く
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◎
使
用
し
た
調
理
器
具
は
、
洗
剤
と
流
水

で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。
生
の
肉
や
魚

を
取
り
扱
っ
た
後
は
、
洗
浄
だ
け
で
な

く
、
熱
湯
を
か
け
る
な
ど
を
し
て
消
毒

し
ま
し
ょ
う
。

○
問
合
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
課
健
康

係

☎
35
―
７
０
３
２

明
る
い
や
ま
が
た
夏
の
安
全

県
民
運
動

○
実
施
期
間

７
月
22
日
㈮
～
８
月
21
日
㈰

◆
運
動
の
重
点

◎
青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
じ
め
・
非
行

及
び
犯
罪
被
害
防
止

◎
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
・

飲
酒
運
転
の
撲
滅

◎
海
・
山
・
川
で
の
事
故
防
止

◎
身
近
な
犯
罪
等
の
防
止

○
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課
危
機
管
理

係

☎
35
―
７
０
１
０

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
北
田
団
地

○
所　

在

三
川
町
大
字
押
切
新
田
字
北
田
80

○
募
集
戸
数　

１
戸
（
３
階
）

○
構
造
等　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造　

４

階
建

○
申
込
み
締
切
り　

７
月
29
日
㈮
ま
で

○
入
居
可
能
時
期

８
月
下
旬
ご
ろ（
予
定
）

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

役
場
建
設
環
境

課
建
設
係

☎
35
―
７
０
３
５

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開

◆
子
ど
も
向
け

○
日　

時　

７
月
30
日
㈯
、
８
月
12
日
㈮
、

16
日
㈫
、
17
日
㈬
、
21
日
㈰　

①
午
前

10
時
～
、
②
午
前
11
時
30
分
～
、
③
午

後
１
時
30
分
～
、
④
午
後
３
時
～

○
内　

容　

①
③
﹁
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ

ン
マ
ン
ち
び
お
お
か
み
と
月
の
ふ
し

ぎ
﹂、
②
④
﹁
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー

オ
ー
ロ
ラ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂（
各

番
組
約
30
分
）

○
対　

象　

子
ど
も
と
そ
の
家
族

○
定　

員　

各
回
先
着
45
人

◆
大
人
向
け

○
日　

時　

７
月
30
日
㈯
、
８
月
21
日
㈰

※
両
日
と
も
に
午
後
４
時
～

○
内　

容　
﹁
オ
ー
ロ
ラ
の
調
べ
神
秘
の

光
を
探
る
﹂（
約
30
分
）

○
対　

象　

中
学
生
以
上

○
定　

員　

各
日
先
着
45
人

◆
共　

通

○
費　

用　

３
歳
以
上
１
０
０
円
、
高
校

生
以
上
２
０
０
円

○
申
込
み
開
始
日　

７
月
21
日
㈭
～

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市

中
央
公
民
館
（
鶴
岡
市
み
ど
り
町
）

☎
25
―
１
０
５
０



詳しくは
ホームページへ

₁₂

わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

庄
内
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
�https://kinbow.asoviva-p.

jp/

）
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
日　

時　

①
８
月
12
日
㈮
（
会
場
：
海

浜
自
然
の
家
（
遊
佐
町
菅
里
））、
②
14

日
㈰
（
会
場
：
金
峰
少
年
自
然
の
家

（
鶴
岡
市
高
坂
））

○
時　

間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

○
内　

容

海
浜
・
金
峰
で
夏
の
夜
空
を
楽

し
も
う
（
雨
・
曇
天
時
は
ク
ラ
フ
ト
製
作

﹁
夏
の
大
三
角
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
﹂
を
実
施
）

○
参
加
費　

１
２
０
円
（
ク
ラ
フ
ト
製
作

実
施
の
場
合
・
当
日
集
金
）

○
定　

員　

各
日
先
着
40
人

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

①
海
浜
自
然
の

家
☎
０
２
３
４
―
77
―
２
１
６
６
、
②

山
形
県
金
峰
少
年
自
然
の
家　

☎
24
―

２
４
０
０

酒
田
市
無
料
法
律
相
談

　

三
川
町
民
も
相
談
で
き
ま
す
。
申
込
み

時
に
相
談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
日　

時　

８
月
５
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

○
内　

容　

法
律
に
関
す
る
相
談
（
本
人

の
こ
と
に
限
る
）

○
定　

員　

先
着
６
人

※
催
し
物
等
に
参
加
さ
れ
る
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
や
手
指

消
毒
な
ど
の
感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
感
染
状
況
に
よ
り
中
止
・
延
期
な
ど
の
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
員　

尾
形　

稔
弁
護
士

○
申
込
み
開
始
日　

７
月
26
日
㈫
午
前

８
時
30
分
～

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

酒
田
市

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談
室

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
２
６

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」に
よ
る

結
婚
相
談
会

　

県
に
登
録
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲

人
﹁
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
﹂
に
よ
る
結

婚
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日　

時　

８
月
６
日
㈯　

午
後
１
時
～

４
時
45
分

○
内　

容　

婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い
相

手
の
紹
介
等
の
個
別
相
談

○
対　

象　

結
婚
を
希
望
す
る
方
ま
た
は

そ
の
ご
家
族
（
先
着
５
組
）

○
参
加
費　

無
料
（
事
前
申
込
み
必
要
）

○
申
込
み
締
切
り　

８
月
３
日
㈬
ま
で

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

や
ま
が

た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
庄
内

支
所
（
鶴
岡
市
錦
町
）☎

64
―
８
８
９
５

県
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」募
集

　
﹁
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
﹂
は
、
結
婚

を
希
望
す
る
独
身
男
女
の
出
会
い
の
機
会

を
拡
大
す
る
た
め
、
県
に
登
録
し
て
仲
人

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
県
内
の
約
50

の
個
人
・
団
体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
に
は
、
所
定
の
研
修
受
講
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

○
活
動
内
容　

相
談
者
か
ら
の
相
談
対
応
、

相
談
者
に
ふ
さ
わ
し
い
お
相
手
探
し

（
定
期
的
な
情
報
交
換
会
へ
の
参
加
）、

お
見
合
い
の
設
定

※
活
動
に
対
す
る
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

活
動
経
費
の
一
部
（
お
見
合
い
１
件
に

つ
き
５
０
０
円
）
を
支
援
金
と
し
て
交

付
し
ま
す
。

○
申
込
み
・
問
合
せ
先　

や
ま
が
た
ハ
ッ

ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
所

☎
０
２
３
―
６
１
５
―
８
７
５
５

全
国
一
斉『
遺
言
・
相
続
』

無
料
相
談
会

○
日　

時　

８
月
７
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
４
時

○
内　

容　

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
・
遺

言
に
関
す
る
面
談
相
談
・
電
話
相
談

○
利
用
方
法　

面
談
相
談
の
み
要
予
約
、

電
話
相
談
は
予
約
不
要
☎
０
１
２
０
―

３
３
９
―
２
７
９
（
当
日
限
り
）

○
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

山
形
県

司
法
書
士
会
（
山
形
市
）

☎
０
２
３
―
６
４
２
―
３
４
３
４

所
得
税
の
予
定
納
税（
第
１
期
分
）の

納
期
限
は
８
月
１
日
㈪
で
す

　

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

で
に
口
座
の
残
高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
便
利
な
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
電
子

納
税
（
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
納

付
）
等
の
ご
利
用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
が
困
難
な
方
は
税
務
署
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先　

鶴
岡
税
務
署

☎
22
―
１
４
０
１

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

夏
の
身
近
な
風
物
詩
の
花
火
を
安
全
に

楽
し
む
た
め
、
注
意
書
や
使
用
法
を
よ
く

読
み
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
花
火
を
人
や
家
に
向
け
な
い

◎
燃
え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い

◎
風
が
強
い
時
は
花
火
を
し
な
い

◎
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る

◎
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ

◎
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
一
度
に
た
く
さ

ん
の
花
火
に
火
を
付
け
た
り
し
な
い

◎
花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
近
づ
け
な
い

◎
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
注
意
す
る

○
問
合
せ
先　

鶴
岡
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
22
―
８
３
３
２



₁₃

Information

2022.7.15

海上保安庁への緊急通報は118番
△ 人口の動き 

△

（令和4年6月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,244人（減11人）　男3,547人（減5人）　女3,697人（減6人）
　増減の内訳　・転入11人・転出▲15人・出生6人・死亡▲13人
■世帯数／2,481戸（減1戸）

謹んでご冥福をお祈り申しあげます

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

令和4年₆月届出 （敬称略）

佐藤九右衛門（9₆歳） 押切中町
青山久美子（4₁歳） 成田新田
大川　松美（₈9歳） 土　　橋
和田　しづ（9₁歳） 猪　　子
菅原　兵悦（₇₂歳） すみよし
齋藤　　成（₈4歳） 助　　川

梅津　茂秋（₈4歳） 横　　川
菅原さつき（5₆歳） 三 本 木
五十嵐　襄（₈9歳） 上　　町
石川　ツギ（₇₇歳） 三 本 木
工藤　貞雄（₈₁歳） 成田新田
五十嵐たつ子（₇₃歳） 押切中町

ご寄附ありがとうございました

ふるさと応援寄附金ありがとうございました

　地域福祉活動に役立ててほしいと、
次の方から三川町社会福祉協議会にご
寄附いただきました。

山形県退職公務員連盟
鶴岡田川支部様

6月分　1,307人
　お名前と住所地は町ホームページで
公開していますので、ご覧ください。

広��

告

「海水浴シーズン到来!
目指せ海の事故ゼロへ!」

　不開設の海水浴場や自然海岸での遊泳事故
が増加しています。
　単独行動や飲酒後の遊泳は避け、管理され
た遊泳区域で遊泳しましょう。
○問合せ先　酒田海上保安部�交通課

☎0234－24－0055
★～★～★～★～ お問い合わせ ～★～★～★～★
〒997-1321 三川町大字押切新田字対馬105-17

有限会社月山測量設計 ☎0235-66-5333

測量作業員急募
（アルバイト）

測量補助、伐採、杭打、その他
【勤務】 ８：３０～１７：００（実働７時間３０分）
【給与】 ８，０００円／日額 【年齢】 １８～６５歳
【募集人数】 ２名 【休日】 日曜､祝日

広報紙

ニュース

予防接種の
お知らせ

イベント 仕事

福祉 子ども

健康 環境

役立つ行政情報を
見逃さない！

自分に合わせた
情報が届く！

いろいろなマチの
魅力をお届け！

1 2 3マ チを好きになるアプリ

Android用 iOS用

広報みかわをはじめとする各自治体の
広報紙がスマホアプリでご覧いただけます !
○インストール無料
○別途通信料がかかります
○問合せ先
　役場企画調整課 企画調整係　☎35－7013

アプリの
ダウンロード
はこちらから

三川町
公式LINEアカウント

ID:@mikawa-town

行政情報、イベント情報
などを配信！

友だち追加はこちらから
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　このコーナーは、過去の広報を振り返り、当時の三川
を紹介するコーナーです。今回は、今から5年前の平成
29年7月に発行された広報です。
　この広報では、「三川町エコ大作戦」として、地球温暖
化防止や、ごみの減量化に向けて、本町で実施している
環境対策事業を紹介しています。なかでも「グリーンカー
テン」は、現在も役場庁舎で実施しています。令和4年
度は、初めてパッションフルーツの栽培に、取り組んで
います。
　環境対策は、SDGs（持続可能な開発目標）においても
重要な課題です。しかし、新型コロナウイルス感染症予
防の影響で、自宅で過ごす時間が多くなることもあり、
電気等の使用量がさらに増えることが懸念されます。各
家庭で無理のない範囲で省エネ・節電に取り組むことが
重要です。

【平成₂₉年₅月末日現在の総人口：₇，₄₇₉人】

あの頃のみかわ
今から5年前のみかわ 【平成29年（2017年）7月】平成29年

2017 7 No.725
July

広報 Public relations of mikawa town

▶三川町エコ大作戦
▶各種保険料のお知らせ
▶菜の花写真コンテスト審査結果
▶子ども広場〈三川中学校〉
▶むし歯のない子みいつけた!

Contents

笑顔つながる協働のまち ハートフルタウン

ゴーヤで地球にも優しく
東郷小学校グリーンカーテン大作戦

本紙掲載の記事、写真等の無断転載を禁じます。

スマホアプリで広報みかわ

いずれもインストール
無料、別途通信料あり

マイ広報みかわ マチイロ

表・紙・の・写・真
三川町ソフトボール大会

　6月19日㈰、町民グラウンドで 3
年ぶりに開催されました。コロナ禍
により中止とされてきたイベントが再
開され始め、笑顔に触れられる機
会が増えてきています。

3連休最終日は三川町・いろり火の里へ

7/18（月・祝）　午前 10時～午後 3時　いろり火の里なの花ホール
なの花ホール周辺にキッチンカーが14台やってきます。なの花ホール内では、〝みかわdeマルシェ〟などのイベントも開催します。

ぜひ、お立ち寄りください。

内　容
粘土細工が本物の和菓子に !?

三川中生×おかしなおかしや
コラボスイーツ特別販売

粘土細工が本物の和菓子に !?

三川中生×おかしなおかしや
コラボスイーツ特別販売

粘土細工が本物の和菓子に !?

三川中生×おかしなおかしや
コラボスイーツ特別販売

コラボスイーツ
特別販売 !
時間13:00 ～

販売開始 !!

コラボスイーツ
特別販売 !
時間13:00 ～

販売開始 !!
（数に限りがあります）

×三川中 和菓子

なの花ホール周辺にキッチンカーが14台やってきます。なの花ホール内では、〝みかわdeマルシェ〟などのイベントも開催します。
キッチンカー
大集合!!

なの花ホール周辺にキッチンカーが14台やってきます。なの花ホール内では、〝みかわdeマルシェ〟などのイベントも開催します。なの花ホール周辺にキッチンカーが14台やってきます。なの花ホール内では、〝みかわdeマルシェ〟などのイベントも開催します。
キッチンカーキッチンカー
大集合!!
キッチンカー
大集合!!

CoCo 壱番屋
♦カレー/ハリケーンポテト/他

CoCo 壱番屋
♦カレー/ハリケーンポテト/他

※キッチンカーの一例※キッチンカーの一例

Bon! Buono
♦からあげ丼 /ソフトクリーム /他

Bon! Buono
♦からあげ丼 /ソフトクリーム /他

Mon's Kitchen
♦魯肉飯（ルーローハン）
台湾風唐揚げ/他

Mon's Kitchen
♦魯肉飯（ルーローハン）
台湾風唐揚げ/他

Tiyoro
♦牛ハラミステーキ丼 /チュロス /他

Tiyoro
♦牛ハラミステーキ丼 /チュロス /他

※当日の天候などにより
　販売商品が変更する
　場合があります。


